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１．研究計画の概要 

各種亜鉛ポルフィリン型シトクロムc3の創
製を行う。シトクロムc3のヘムを亜鉛ポルフ
ィリンに変換することが本研究の第一段階で
ある。４種類の亜鉛ポルフィリン型シトクロ
ムc3を調製し、それぞれのヘム部位の役割を
明らかにする。 
光水素発生系の構築には、亜鉛ポルフィリ

ンからヘムへの分子内光励起電子移動過程
および、各ヘム間での電子移動、さらに、酵
素ヒドロゲナーゼへの電子供与の過程が含
まれている。したがって、反応速度論的解析、
電子移動反応の解析、レーザーフラッシュ法
を用いた光化学的測定等の各種測定を行う
予定である。この測定に基づき試料調製を改
善し、有効なナノバイオデバイスとしての亜
鉛ポルフィリン型シトクロム c3の創製、水素
発生の光量子効率の飛躍的上昇を目指す。 
 
 
 
２．研究の進捗状況 

これまでに、調製したアポ型シトクロムc3

の調製の性質を調べた。シトクロムc3の4種類
のヘム（ヘムI、ヘム II、 ヘムIII、ヘム IV）
の中からヘムIを選択的に除去したアポ型シ
トクロムc3（ΔhemeIシトクロムc3 ）に加え、
ΔhemeIIシトクロムc3 ,ΔhemeIIIシトクロ
ムc3、 ΔhemeIVシトクロムc3 の調製も成功
した。これら4種類のアポ型シトクロムc3と鉄
プロトポルフィリンを用いて、ヘムの再構成
を行った。その結果、ヘム１とヘム３に関し
て、再構成に成功した。また、これらの再構
成シトクロムc3をの性質を調べた。分光学的
性質、酸化還元電位、酵素ヒドロゲナーゼと

の電子移動において、シトクロムc3と性質の
違いが見られず、再構成できたことがわかっ
た。つまり、ヘムを再構成した場合もヒドロ
ゲナーゼとの水素発生反応において相違が
ないことがわかった。このことから、亜鉛ポ
ルフィリン型シトクロムc3を調製した場合に
おいても、ヒドロゲナーゼとの反応に影響が
ないことがわかる。 
さらに、亜鉛ポルフィリンを用いた再構成

を行い、亜鉛ポルフィリン型シトクロム c3
の創製を行った。これまでのところ、亜鉛ポ
リフィリンがアポ型シトクロム c3 に挿入さ
れたことを質量分析から確認できた。 
 
 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 当初の予定では、亜鉛ポルフィリン型シト
クロムｃ３の調製に時間がかかると見込ん
でいたが、初年度の整備備品の導入による技
術革新により、速やかに目的タンパク質を得
ることが出来た。 
 これにより、早い段階で亜鉛ポルフィリン
型シトクロムｃ３の反応解析、酵素ヒドロゲ
ナーゼとの電子移動反応の解析等に着手で
き、現在は解析を終えている。3 年目である
20 年度には、研究計画を先んじて光水素発生
反応の試行を行うことができ、その反応改善
のための解析にも着手することが出来てい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究目標である光水素発生反応の効率化
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を目指し、新たに計画を組みなおし、当初の
目標以上の成果を期待し、最終年度となる 21
年度の研究を推進する予定である。 
 
 
 
５. 代表的な研究成果 
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